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前橋市で⾃動運転バスの実証実験運⾏を開始します 
 

営業路線バスの実運⾏環境･⼀般客乗⾞･⻑期で実施する､全国初の取組 
 

前橋市（市⻑：⼭本⿓）、国⽴⼤学法⼈群⾺⼤学（学⻑：平塚浩⼠、以下｢群⾺⼤学｣）、⽇本中央バス株式会社（所
在地：群⾺県前橋市、代表取締役：⼾塚博惠、以下｢⽇本中央バス｣）は、上⽑電鉄中央前橋駅と JR 前橋駅を結ぶ
シャトルバスでの「⾃動運転実証実験事業の実施に関する協定書（平成 29 年 10 ⽉ 20 ⽇締結）」に基づいて、⼀
般乗客がバス利⽤乗⾞しながらの実証実験を開始します。 
都市部での⻑期の⾃動運転の実証実験は、他に例がありません（2018 年 12 ⽉ 14 ⽇〜2019 年 3 ⽉ 31 ⽇）。ま
た、バスの営業路線で運賃収受を⾏いながらの⾃動運転実証実験は、全国初の取組です。 
中⻑期的に完全⾃動運転技術が確⽴されていけば、バス業界が抱える運転⼿不⾜の深刻な問題を解消していき、
⾃家⽤⾃動⾞の運転に不安を覚える地域の⼈たちに対しては、公共財であるバスをはじめとした公共交通の確保
が期待されます。 
また、本実証実験を通じて、国⼟交通省都市局の協⼒のもと、都市部での⾃動運転バスの⾛⾏可能性や交通施設
への影響、社会受容性等の課題を検証する予定です。 
なお、実証実験に先⽴ち、12 ⽉ 12 ⽇（⽔）に⾃動運転バス運⾏出発式を下記のとおり⾏います。 

 

実施期間 
 

2018 年 12 ⽉ 14 ⽇（⾦）〜 2019 年 3 ⽉ 31 ⽇（⽇） 
 実証実験運⾏：週 3〜4 ⽇間、通常ダイヤで運⾏します 
（次⾴の「実験運⾏予定⽇」参照） 
 ⾃動運転バス乗⾞：通常運賃で⼀般乗⾞いただけます 
 当⽇の荒天等により実験運⾏を中⽌することがあります 

[⾃動運転バス運⾏出発式] 
⽇時：2018 年 12 ⽉ 12 ⽇（⽔）10 時〜11 時 
会場：上⽑電鉄中央前橋駅 
開催概要：実施主体代表者挨拶､実験概要説明､ 

取材･フォトセッション･試乗(事前登録制) 等 
 

⾃動運転バス⾞両・⾃動運転システム 
 

実験⾞両：⽇野ポンチョをベースにした⾃動運転バス １台 
レベル４※相当で⾛⾏（ただし､⾛⾏時は運転席には運転者が乗⾞） 
※特定条件下においてシステムが全ての運転操作を⾏う 

操作画⾯イメージ図 

⾛⾏ルート指⽰･⾛⾏状態監視･乗降ドア開閉など､ 
⾃動運転バスの安全な運⾏をサポートするための 

運⾏管制システム 
⾃動運転技術 検証対象の動的運転タスク 検証⽬的/研究開発⽬的 

侵⼊⾞両､歩⾏者､⾃転⾞等
の検知と⾛⾏制御 

 決まったルートのみ､決められた速度
以下での⾛⾏（2018 年 12 ⽉開始） 
 減速および停⾞の動的運転タスクの 
⾃動化（2019 年 2 ⽉開始予定） 

⾃動運転バス向け⾛⾏環境条件設定の検証 
⾞両技術とインフラ整備の追加的整備事項の検討 等 

運⾏管制システム  乗⾞/降⾞時ドア開閉タスクの遠隔化
（2019 年 1 ⽉開始予定） 

⾛⾏状況/⾞室内状況モニタリング⼿法の⾼度化 
無⼈⾃動運転移動サービス（バス運⾏/⾞内案内等） 

に必要な追加仕様検討 
遠隔型⾃動運転システムの次期構築に向けた検討 等 

本実証実験で⽤いる⾃動運転システムのポイント：動的運転タスクの安全技術に関する主な検証項⽬ 
  



実験運⾏ルート・場所・時間 
 

前橋市公共交通バス：上⽑電鉄中央前橋駅⇔JR 前橋駅 シャトルバス（運⾏キロ 約 1.0 km） 
 

 運  賃：おとな 100 円（現⾦・バスカード利⽤のみ） 
 運⾏内容：直⾏バス・所要時間⽚道約 10 分・約 30 分おき 
 運⾏会社：⽇本中央バス株式会社（前橋市受託路線） 
 運⾏中⽌：荒天等の環境条件や道路⼯事等の道路状況により実験運⾏を中⽌することがあります 

 

実験運⾏ルート 実験運⾏予定⽇ (2018.12−2019.3) ○印のみ運⾏ 

 
国⼟地理院の電⼦地形図（タイル）に 

⾛⾏ルートを追記して掲載 12/12 は⾃動運転バス運⾏出発式の試乗⾛⾏のみ実施（回送） 
 

  

 

安全確保措置 
 

［実施主体の基本的な責務］ 
本実証実験の実施主体である前橋市、群⾺⼤学、⽇本中央バスは、歩⾏者・⾃動⾞利⽤者や⼦供、⾼齢者、障
害者等を含む⼀般の道路利⽤者が交通のために利⽤する公道において、いまだ実⽤化されていない⾃動⾛⾏シ
ステムを⽤いて⾃動⾞を⾛⾏させることは、交通の安全と円滑の確保に⽀障を及ぼす場合があり得ることを認
識し、実施主体として⼗分な安全確保措置を講じながら、本実証実験を実施します。 

本⾃動運転実証実験は、警察庁が定める「⾃動⾛⾏システムに関する公道実証実験のためのガイドラ
イン」（平成 28 年 5 ⽉）に則り実施します。実験⾞両の⾃動運転バスは、運転者による⼿動での運転
操作が最優先されるよう設計がされ、⼀般的な⾃動⾞と同様の安全性が確保されています。⾃動運転
中の運転席には、運⾏に必要な運転免許を有し、⾃動運転システムを⼗分に理解した運転乗務員（テ

ストドライバー）が、ハンドルに両⼿を添えながら搭乗します。テストドライバーは、本⾃動運転実証実
験の実施主体を構成する⽇本中央バスが担当します。なお、万⼀の事故の際の対応や⾃動運転システムの
安全性向上に関する研究利⽤⽬的のため、⾞内にドライブレコーダー（⾞内カメラを含む）を設置します。 

 



実証実験の実施主体・役割分担 
 

 
 
 

 
 

 

国⼟交通省 
都市局 

都市部での⾃動運転バスの⾛⾏可能性や交通
施設への影響、社会受容性等の課題を検証 

 

 役 割 

群⾺⼤学 

⾃動運転システム実証実験パッケージの提供
および実証実験の実施、その他関連する⾃動
運転実証実験事業 等 

（株式会社 NTT データは、⾃動運転プラットフォ
ームとサービスの構築に関する群⾺⼤学との共
同研究を⾏っており、この共同研究を通じて本
実証実験に参画） 

前 橋 市 実験フィールドの提供、公共機関等関係機関
との調整、情報発信 等 

⽇本中央バス 
株式会社 

運⾏に関する⽀援および⾞両運転者等の提供､
⾞両運転に関する技術の提供 等 

 

［⾃動運転バス乗⾞の皆さまへ：アンケート調査へのご協⼒のお願い］ 
本実証実験はバス交通における⾃動運転の実証実験や社会実装に取り組み、⾃動運転導⼊を検討・促進していくた
めの技術⾯･サービス⾯･⾛⾏環境⾯の各種検証のため、本実験運⾏に乗⾞された⼀般乗客の皆さまを対象に、アン
ケート調査を予定しています。⽅法については別途⾞内等でご案内いたします。ご協⼒のほどよろしくお願いいた
します。 

 

前橋市は、⾃動運転をはじめ、新しい技術を積極的に活⽤することで、前橋市の抱える課題解決を⽬指していま
す。交通分野では、⾃動運転技術等の導⼊によるバスドライバー不⾜の解消によって地域住⺠の移動⼿段を確保
するとともに、交通モードの最適化を図り、⾃家⽤⾞に頼らなくても安⼼して移動ができるまちづくりを⽬指し
ます。 

群⾺⼤学は、次世代⾃動⾞産業振興に資する産学官⾦連携イノベーションの拠点形成を⽬指し、2016 年 12 ⽉に
｢次世代モビリティ社会実装研究センター｣を設置し、関連分野の企業や⾃治体との連携・協⼒関係のもとに、地
域社会に根付く⾃動運転による移動サービスの創出に向けた研究と社会実装をめざした活動を進めています。限
定された地域専⽤の⾃動運転研究開発に取り組み、実証実験の実績を蓄積していきながら、2020 年に、技術的に
も社会的にも⾃動運転に対応していく社会の実現、完全⾃動運転/無⼈⾃動運転移動サービス(レベル 4)をはじめ
とする次世代モビリティの社会実装を⽬指します。 

⽇本中央バスは、⽻⽥空港や各主要都市へ毎⽇運⾏している⾼速路線バスを始め貸切バス並びに市⺠の⾜となる
路線バス等を運⾏している会社です。この度、前橋市や群⾺⼤学を始め関係各社とのご協⼒のもと「⾃動運転実
証実験」を開始するにあたり、事故の無いよう「安全第⼀」を最優先し、乗客の「安全確保」に努めます。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

前橋市 交通政策課（担当：飯塚） TEL 027−898−5939 
群⾺⼤学 研究・産学連携推進機構 次世代モビリティ社会実装研究センター（担当：宇野･⽯坂） TEL 027−220−7443 
⽇本中央バス株式会社 本社（担当：佐藤･狩野） TEL 027−287−4400 

 

 

国⼟交通省 都市局 協力 


